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平成２５年度 第５回 松阪市入札等監視委員会 審議概要 

 

 

開 催 日 時 平成２６年３月２８日（金） 午後１時００分～４時００分 

開 催 場 所 松阪市役所５階 特別会議室 

出 席 者 

（敬称略） 

 

委 員 長  楠井 嘉行（弁護士） 

副 委 員 長  村田 裕 （名城大学教授） 

委 員  坂本 聰子（司法書士） 

委 員  坂本 昇 （税理士） 

 

事 務 局 房木 契約監理担当参事    廣田 検査指導室長 

佐藤 契約監理課長      湯川 調達係長 

渡邊 契約係長 

議 題  議題１  

入札及び契約の状況報告（平成２６年１月から３月分） 

・工事の発注状況について 

・指名停止措置の運用状況について 

 議題２  

抽出事案の審議（楠井委員長抽出） 

 議題３  

随意契約に係る意見聴取について 

 その他  

次回開催日程等について 

 

委 員 事 務 局 

●入札及び契約の状況報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・工事の発注状況について 

第 4 四半期の入札件数は 42 件（内訳：工

事 28件、委託 5件、不調 9件）、契約金額 3

億 8,071 万 4,820 円（内訳：工事 3億 7,407

万 3,570 円、委託 664 万 1,250 円）、落札率

84.96％（内訳：工事 85.33％、委託 68.28％）、

平均入札参加者数は 5.3 社となっておりま

す。平成 25 年度合計契約件数は 451 件、契

約金額69億4,473万2,167円となりました。

前年との比較では、入札件数 454 件とほぼ同

数となっておりますが、一方、契約金額では

昨年度約 59 億 5,837 万円となっており、10
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委 員 事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

億円程度の増加となっております。今年度に

おいては中部台配水池やや総合運動公園関

係事業費の発注増加等もあり契約金額の押

し上げとなっております。 

また、今期入札結果の傾向としましては、

平均入札参加者 5.3 社と減尐していること

から、年度末にかけて業者側の受注需要が充

たされる時期であることが表れた結果と考

えており、今後も注視しながら進めてまいり

たいと考えております。 

 

・指名停止措置の運用状況について 

第 4四半期の指名停止措置としましては、

5 件の案件で延べ 12 社の指名停止措置を行

っており、それぞれの停止期間につきまして

は、該当する指名停止措置基準により決定し

ているものでございます。 

まず 1件目は、松阪市発注工事において作

業員が高さ 5 メートルの足場工作業時に落

下する事故が発生したもので、防止対策とし

て安全帯を使用させる措置を講じておらず、

元請業者として必要な指導を行なっていな

かったことにより労働基準監督署から是正

勧告あったことから、１か月の指名停止措置

としております。 

2 件目と 3件目は、電力会社が発注する架

空送電工事等の工事業者に対し、公正取引委

員会が独占禁止法の規定に基づいて審査を

行ってきたところ、違反行為があったとされ

たことから、該当する延べ 4 社に対し、24

か月の指名停止措置をとったものです。 

4 件目は、該当業者の社員が販売委託業者

に便宜を図った見返りに現金を受け取った

として、収賄の罪で起訴されたことから、2

か月の指名停止としております。 

5 件目は、独立行政法人鉄道建設・運輸施

設整備支援機構が発注する北陸新幹線融雪

基地機械設備工事等において、独占禁止法に

違反する行為があったとされたことから、該
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委 員 事 務 局 

 

 

 

指名停止の理由について、独占禁止法違反

ということであるが、具体的にはどのような

行為があったのか。 

 

 

 

工事履行上の問題が発生、発覚してから指

名停止に至る経過の中、どの時点で措置決定

の判断をしているのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

当の 6 社を 12 か月の指名停止としておりま

す。 

 

工事受注に至る経過の中で、あらかじめ受

注する業者を協議決定し、その業者が受注で

きるように入札を行ったもので、公共の利益

に反して競争を実質的に制限したものとさ

れています。 

 

原則として、問題と思われる行為につい

て、各種関係法違反となるか、現在の指名停

止措置基準に該当するかどうかについて、そ

の決定や担当官庁からの各種勧告、命令等が

発せられた時点をもって判断をすることに

なります。したがって、特に他所発注の工事

の場合においては、勿論、独自調査なども困

難であり、関係官庁などの処分、手続きに関

する公表などを注視していくことになりま

す。 

 

●抽出事案の審議（楠井委員長抽出） 

・ 今回の抽出事案については、まず慣例とな

っている、落札率の高かった案件と参加の尐

なかった案件を抽出し、また、昨年 10 月か

ら試行した予定価格算出率等の改正につい

て、その試行結果を確認しながら、改正効果

などを検証していきたいと思います。また、

他所の状況も新聞等で出ていますが、松阪市

においてもこの四半期は入札不調が発生し

ていることから、その原因分析やその後の契

約の取扱いについて抽出し確認します。抽出

案件については、事務局にリスト整理をいた

だいていますので事務局から内容説明をお

願いします。 

 

 

 

 

今回の抽出事案といたしまして、落札率が

90％以上と高かった案件、入札参加が 5社以

下と尐なかった案件、希望価格型による案

件、不調案件につきまして、説明させていた

だきます。 

まず、落札率が 90％以上で入札参加者が 5

社以下と尐なかった案件は計 9 件ございま

した。 

この 9件の傾向としましては、比較的尐額

な工事であることです。第 3 四半期から尐額

工事においては入札参加者が減尐する傾向

にあり、年度末に近づくにつれ、公共事業の

重なりだけでなく、消費税の駆け込み需要な

ど、受注工事の選択肢も増え、手持ち工事自

体も重なっている状況のようです。そのこと

から、特に災害復旧工事や河川工事などは、

施工手間もかかる上、尐額であるため利益幅
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委 員 事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

も小さく、参加が敬遠されこのような結果に

なったものと考えています。 

次に、落札率が 90％以上の案件は 1 件ご

ざいました。この案件は契約額が約 900 万の

規模で、参加も 6社ございましたが、下請け

の手配など先ほどの件と同様で、年度末にお

いて受注条件が厳しくなってきたことによ

るものと考えています。 

次に、入札参加者が 5 社未満の案件は 11

件ございました。こちらについても年度末に

おける受注需要の減尐によるものと分析し

ております。しかしながら、参加者が尐ない

案件については、昨年 10 月から試行してお

ります、予定価格算出率の設定方法として、

競争性が低下した参加者 5 社未満の場合に

おいて、予定価格算出率を 99.00％に設定す

る方法を採用したことから、資料の落札率の

とおり、その効果も表れたものと考えており

ます。 

次に、希望価格型の案件は 1件ございまし

た。地域要件を全国に広げ発注しております

が、尐額であることからも応札者が尐ない結

果となっております。しかしこちらも、希望

価格を設定することにより、一定の落札率は

確保できたものと考えております。 

次に、抽出いただいた不調となった案件、

またその後の契約結果についてご説明いた

します。不調案件は 9件ございました。この

9 件ではやはり、尐額な災害復旧工事や河川

工事が目立ちます。その後の契約は現場の必

要性から随意契約をしておりますので、その

内容につきましてご説明いたします。 

公告番号 440 につきましては、田畦畔災害

復旧工事で、規模も小さく不調となりました

が、確実早期な現場復旧が必要であるため、

近隣の地元業者から見積徴取をし契約を行

っております。 

公告番号 441 につきましても河川の災害

復旧工事で、地域業者 4社に見積依頼し、契



- 5 - 

委 員 事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約に至っております。 

公告番号 443 は、尐額ですが、建築工事、

土木工事両方を有する工事で、当初建築一式

工事として発注をしましたが入札参加者が

なく、改めて土木一式工事で発注したとこ

ろ、1社応札がありましたが予算超過、交渉

を経てこの業者と契約に至っております。 

公告番号 445 は、尐額な河川災害復旧工事

で、確実早期の復旧のため、地域業者 3社か

ら見積を徴取し契約をしております。 

公告番号 448 は、同様に水路の災害復旧工

事で、近隣施工中の地元業者から見積を徴取

し契約に至っております。 

公告番号 456 は、部門別手持ち制限により

不調となりましたが、参加意思はあることか

ら、入札参加者から見積徴取し、契約をして

おります。 

公告番号 457 は、尐額な公園法面の災害復

旧工事で、施工が手作業になる工事条件など

により、入札参加者がございませんでした

が、近隣で施工中の業者や、応急復旧を行っ

た業者など 3 社へ見積もり依頼し契約して

おります。 

公告番号 468 は舗装をメインとする工事

でしたが、辞退届の提出や、やはり年度末で

下請け等の手配が困難な状況も推察され不

調となりましたが、地域業者等 3社へ見積も

り依頼し契約に至っております。 

 

また、別途抽出いただきました、今年度

10 月から試行の予定価格算出率の変更等に

つきまして、ご説明いたします。 

資料にございますのは、試行前である平成

25年度前半の 6か月と試行後の 25年度後半

6 か月の入札結果の比較データです。入札件

数については前半が245件に対し後半が224

件と同程度の件数です。また、最低制限価格

を大幅に上回り他社入札額と比較しても高

値落札となった案件については、前半の 7件
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委 員 事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不調の発生については、説明のとおり業者

側の手持工事などの受注状況が影響してい

ると思われるが、賃金、福利厚生等、勤務条

件等の悪化から、建設業全体の技術者不足、

将来への技術の継承なども危惧されている

と聞くが、どのような状況か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松阪市における入札案件で不調となった

結果、どのような判断で次の契約締結に至る

のか。 

 

に対し、後半は 3件と減尐傾向にあります。

また、立会人の数を 3名から 2名に変更した

ことによる負担軽減効果として、前半は延べ

735 人の立会人に対し、後半は 448 人と立会

のための来場について負担軽減が図れまし

た。平均入札者数については、先ほどからの

説明のとおり、年度末に向けた手持ち工事の

増加から、参加の見送りの傾向が顕著に表

れ、前半の工事 12.1 社、委託 13 社に対し、

後半工事が 7.5 社、委託が 8.9 社と減尐して

おりますが、平均落札率については、前半工

事 85.5％、委託 73％に対し、後半工事が

86.6％、委託 71.9％と同程度の水準を維持

した結果となりました。このような結果か

ら、立会人負担の軽減、高値落札の減尐、落

札率の水準維持等、一定の成果を得られたと

考えており、今回の試行を踏まえ、平成 26

年度 4 月からの本施行を行いたいと考えて

おります。 

 

公共工事のみならず建設関連事業につい

ては、減尐時代が続いており、長年続く低迷

状況の中、次第と業界全体の疲弊、事業縮小、

例えば雇用人数の削減などが進んできた状

況であると考えます。近年の東北の復興事

業、オリンピック関連事業など、国政、民間

の建設投資の状況をみますと、発注量は増加

する一方、一度縮小してしまった建設業界の

受け皿が、急激に増加した工事発注等に追い

ついていない状況もあるのではと考えると

ころです。このような状況下において、現状

の契約で求めている現場代理人等の配置に

ついて、現場に問題のない範囲で兼務を可能

とすることなど検討を続けてまいります。 

 

まずは、不調となった原因を分析し、入札

条件や仕様書等に課題がある場合は、内容変

更し再発注の入札を行います。また、現場状

況、工事内容の必要に応じて随意契約に至る
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委 員 事 務 局 

 

 

予定価格算出率等の試行について、事業者

側の意見や反応はどのようなものだったか。 

 

 

特に予定価格の設定方法については監視

委員会からの意見書でも取り上げており、今

回の試行により、結果として、効果が確認で

きたことは非常に評価できること。今後も引

き続き状況を注視しながら進めていただき

たい。 

 

ケースもございます。 

 

数社から、改正の内容とその目的等につい

て確認あり、説明させていただきご理解いた

だきました。 

 

 

 

 

随意契約締結に係る意見聴取について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・第 4 四半期の随意契約案件につきまして

は、来年度当初からの各種契約案件が集中し

ておりますことから、28 件の契約がござい

ました。 

 

1.基幹水利施設技術管理強化特別指導事業

管理指導業務 

この契約は、湛水防除のための排水機場の

管理運転業務の委託でございまして、契約相

手の三重県土地改良事業団体連合会は、管理

技術者や組織体制が整っており、施設の地元

管理者や市の担当職員に技術指導ができる

ため、年間管理委託を行い、施設の点検整備

や操作の実施を行い適切な維持管理を行っ

ています。基幹水利施設技術管理強化特別指

導事業は、国の基幹水利施設保全管理対策と

して平成 23 年度から三重県が一部の施設を

対象に実施しており、負担割合は国 30%、県

25%、市 45%でございます。当市も 39排水機

場のうち 4機場が対象となり、この三重県か

らの委託先も実績と知識等を有することか

ら、三重県土地改良事業団体連合会とされて
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委員会としての意見 

・随意契約としての要件は充たしており、  

やむを得ないものと考えるが、価格の妥当

性については十分検討されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

契約相手は、現在の工場建設にあたり当時

施工の関連業者で、設備機器類を熟知し、メ

ンテナンスは当然、不具合時においても迅速

対応が可能であることから従来から随意契

約を行っているとの理解で良いか。 

 

 

新工場の建設が進んでいるため、今年度が

最終ということであるが、価格は例年と同規

模か。 

 

 

委員会としての意見 

・随意契約としての要件は充たしており、  

やむを得ないものと考えるが、価格の妥当

性については十分検討されたい。 

いるところです。今回は、この事業の対象外

となった 35 機場について同様の業務を委託

するものであり、排水機場間における公平性

また技術的経験・知識を擁し現場状況等の精

通度合いを鑑み、安全・円滑かつ適切な施設

の維持管理及び運転が図られると考えられ

るため、三重県土地改良事業団体連合会との

随意契約を行うものです。 

 

 

 

 

2.ごみ焼却施設運転維持管理業務等委託 

この契約は、第二清掃工場施設の運転管理

業務に係るもので、施設は昭和 59 年 4 月か

ら本格稼動しており、その運転維持管理業務

については、施設運営、メンテナンスにおい

て専門的な知識と経験を要するため、当焼却

施設メーカーの関連会社に随意契約にて委

託しております。この施設は新清掃工場の完

成までの稼動となり、この平成 26 年度分を

もって最終となる予定です。 

 

工場設備は特殊な機器類も多く、それぞれ

対応するには施工メーカーの知識ノウハウ

が必要となり随意契約を行っております。新

工場については、建設費に合わせて、将来の

メンテナンス経費を含んだ契約を行ってお

ります。 

 

平成 27 年 1 月からは試運転を行い、新し

い施設へ移行していくので、管理人員等が半

数程度に削減でき、経費としては減尐してい

る。新施設は、計画とおり、平成 27 年度か

らの本稼動を予定しています。 
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自治会への委託金額は 1 件当たりの単価

などで計算されるのか。 

 

この業務については特に地域性を熟知し

ている必要があると思われ、契約相手が自治

会であることは妥当である。 

 

委員会としての意見 

・随意契約としての要件は充たしており、  

やむを得ないものと考えるが、価格の妥当

性については十分検討されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.広報等の配布委託業務 

4.広報広聴補助業務等委託業務 

この契約は、毎月発行いたします松阪市の

広報紙・チラシ等の配布業務とポスターの掲

示・回覧物の回覧・広報広聴補助業務（説明

会・ワークショップ等招集、住民の声・要望

の取りまとめ、市の施策等を市民に伝える）

等を委託するもので、従来から、この業務は

住民の居住状態などの、地域状況を最も良く

把握し、地域運営を行っている自治会を通じ

て行うことが効率的で、住民にも長く信頼さ

れた方法であるため、自治会を統括する自治

会連合会と随意契約するものです。 

 

はい。自治会の対象件数などが積算基礎に

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.廃止代替バス運行業務 

民間バス事業者による運行が不可能とな

り廃止された路線を、運行事業者に委託して

市が自主運行しているものです。 

運行する路線は小中学生による通学での

利用が多く、大型の路線バスでの運行が必須

であり、ＪＲ松阪駅前のバスターミナルは三

重交通の所有で、三重交通定期路線への連絡

と駅利用者の利便性や、運転手の休息が労働

基準法上必要なことを考慮すると、松阪駅前

のバス停留所が最適です。また、乗合許可に

よるバスの輸送サービスは、道路運送法上の

許認可の手続き、車両の準備等があるため、
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いくつかのバス運行の説明があったが、こ

れら運行するバスは大型バスを使用してい

るのか。 

 

 

市の運行事業であり、路線ルートについて

はどのように決定されているのか。 

 

委員会としての意見 

・随意契約としての要件は充たしており、  

やむを得ないものと考えるが、価格の妥当

性については十分検討されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会としての意見 

・随意契約としての要件は充たしており、  

やむを得ないものと考えるが、価格の妥当

性については十分検討されたい。 

 

 

適切な期間での継続運行が望ましく、当該事

業者は、運行開始日から業務を受託し、路線

及び輸送形態を熟知しており、輸送の実績が

あるため、随意契約を行うものです 

 

今回の案件路線については、路線バスの尐

し小型のバスを使用しています。飯高等他の

路線になりますと、ワンボックス車を利用し

ているところもあります。 

 

路線の決定については、その有効性、利便

性などについて外部委員も入れた委員会等

を設置し検討決定しています。 

 

 

 

 

 

6. 市街地循環線運行業務 

この業務は、松阪駅・市役所・商店街・医

療機関・大型店舗などを結ぶルートを「左回

り」と「右回り」の２方向で循環しているバ

ス運行業務です。ＪＲ松阪駅前のバスターミ

ナルは三重交通の所有であり、三重交通定期

路線への連絡と駅利用者の利便性や、運転手

の休息が労働基準法上必要なことを考慮す

ると、松阪駅前のバス停留所が最適です。ま

た、先ほどの案件と同様、乗合許可によるバ

スの輸送サービスは、道路運送法上の許認可

の手続き、車両の準備等があり、適切な期間

での継続運行が望ましく、契約相手の運行事

業者は、運行開始日から業務を受託し、路線

及び輸送形態を熟知しており、輸送実績があ

るため、随意契約を行うものです。 
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委員会としての意見 

・随意契約としての要件は充たしており、  

やむを得ないものと考えるが、価格の妥当

性については十分検討されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会としての意見 

・随意契約としての要件は充たしており、  

やむを得ないものと考えるが、価格の妥当

性については十分検討されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 空港アクセス線・三雲松阪線運行業務 

松阪駅と松阪港ターミナルを結ぶ路線と、交

通空白地区である三雲地域と松阪駅を結ぶ

バス運行業務です。先ほどからの案件と同様

になりますが、ＪＲ松阪駅前のバスターミナ

ルは三重交通の所有であり、三重交通定期路

線への連絡と駅利用者の利便性や、運転手の

休息が労働基準法上必要なことを考慮する

と、松阪駅前のバス停留所が最適で、乗合許

可によるバスの輸送サービスは、道路運送法

上の許認可の手続き、車両の準備等があり、

継続運行が望ましく、運行開始日から業務を

受託し、路線及び輸送形態を熟知しており、

輸送の実績がある運行事業者との、随意契約

を行うものです。 

 

 

 

 

8. 嬉野地域コミュニティバス運行業務 

この業務は、嬉野宇気郷地区の上小川から

豊地地区を経由し伊勢中川駅東口・嬉野地域

振興局へのバス運行業務です。同様の趣旨と

なりますが、バスの運行には、道路運送法上

の許認可の手続きや車両の準備等があり、契

約相手の運行事業者は、平成２３年８月より

輸送の実績があることから随意契約を行う

ものです。 

 

 

 

 

9. 松阪公園ほか 17 箇所 公園等清掃除草

委託 

この業務は、松阪公園、カネボウ跡公園、

浅間公園など不特定多数の来園者が見込ま

れる公園の清掃、除草作業を行うものです。

業務は、都市公園内の除草、清掃作業など、

高齢者により履行可能な業務で、また市内に
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委員会としての意見 

・随意契約としての要件は充たしており、  

やむを得ないものと考えるが、価格の妥当

性については十分検討されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会としての意見 

・随意契約としての要件は充たしており、  

やむを得ないものと考えるが、価格の妥当

性については十分検討されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点在した大小 18 箇所の公園の清掃、除草作

業で、小さい公園では、短時間ごとの作業内

容となります。そのことからも一般の事業者

が実施するのは業務的にも不利であり一般

競争入札には適さないと判断し、一日に短時

間の作業も可能で、来園者の状況に応じて作

業を行なう事にも対応できる、公益社団法人 

松阪市シルバー人材センターと随意契約す

るものです。 

 

 

 

 

10. 資源物選別作業等業務委託 

平成 12 年度より本庁管内では資源物の回

収を開始し、これには当初から資源物の選別

作業が必要なことから、安価で契約できる公

益社団法人松阪市シルバー人材センターに

委託しています。資源物の選別作業をするに

あたっては、選別の経験と知識による作業効

率も勘案すると、シルバー人材センターに委

託することが効果的であると考えるため、随

意契約としているところです。 

 

 

 

 

11. 障がい者（児）相談支援事業 

障がい者の総合的な相談支援については、

松阪市内では指定一般相談支援事業所であ

る当該事業所が中心となり実施しています。

同事業所の相談支援は地域生活支援事業に

おける相談事業として行われているもので

あり、特に精神障がいを中心としたより専門

的なケースへの迅速かつ丁寧な対応が要請

さます。現在、県の指定一般相談支援事業所

が同事業所だけであり、地域相談支援として

入院・入所している精神障がい者等の地域移

行・地域定着のための支援を行っている事業
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相談事業を行う事業者は当該事業者以外

にないということか。相談業務とは具体的に

どのような内容か。 

 

委員会としての意見 

・随意契約としての要件は充たしており、  

やむを得ないものと考えるが、価格の妥当

性については十分検討されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会としての意見 

・随意契約としての要件は充たしており、  

やむを得ないものと考えるが、価格の妥当

性については十分検討されたい。 

 

 

 

 

 

 

所としても当事業所だけであることから、専

門的な支援ができる機関として同事業所と

随意契約するものです。 

 

松阪市では当該事業者のみとなっており

ます。業務内容としては、生活訓練、訪問介

護、訪問指導、就労支援などが含まれていま

す。 

 

 

 

 

 

12. 資源物選別作業及び日曜受付等業務委

託 

この業務は、資源物の選別作業と資源物日

曜受付等業務委託を行うもので、平成 12 年

度より本庁管内では資源物の回収を始める

とともに、平成 15 年度から第一清掃工場に

おいて、18 年度からは第二清掃工場におい

ても日曜日の資源物受付業務を委託してい

ます。また、平成 22 年 9 月からは土曜・祝

日の受付業務を行っております。さらに、平

成 27 年 1 月より新ごみ処理施設のテスト稼

働が始まるため、それに伴い平日においても

新ごみ処理施設にて資源物の受付業務が必

要となります。資源物の日曜受付業務及び資

源物の選別作業をするにあたり、選別の経験

と知識による作業効率を勘案し、随意契約を

行うものです。 

 

 

 

 

13. 学校給食用炊飯委託 

この業務は、小学校等への給食用炊飯を行

うもので、本庁管内の小学校（単独調理場）

１７校と嬉野管内の小中学校（共同調理場）

５校は、炊飯設備がないことから、当該事業
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米飯供給は他の事業者ではできないのか。 

 

 

委員会としての意見 

・随意契約としての要件は充たしており、  

やむを得ないものと考えるが、価格の妥当

性については十分検討されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会としての意見 

・随意契約としての要件は充たしており、  

やむを得ないものと考えるが、価格の妥当

性については十分検討されたい。 

 

 

 

 

 

者を長年に渡って契約相手としてきた経過

があります。また、「食の安全」の観点から

も、安全・安心で米飯の安定供給を図れる者

は、三重県の指導のもとで事業を行う当該事

業者しかないため、随意契約を行うものです 

 

過去に様々な事業者に協議していますが、

初期投資、施設整備などの負担を考慮すると

困難であるとの回答結果となっており、当該

事業者との契約が継続しています。 

 

 

 

 

14. 夜間休日における配水管及び給水装置

の緊急修繕対応にかかる業務委託 

安全安心な水を安定供給する使命のなか、

夜間などの突発的な漏水事故等に対しては

水道部や業者も迅速な対応が困難であった

ため、昭和 49 年当時、旧松阪市で市内業者

への呼びかけに対し、協力を申し出た数社に

より、常時職員待機及び緊急対応を可能とす

る会社が設立され、その後当該事業所への業

務委託により、維持運営されてきました。夜

間休日での突然の漏水修理や閉開栓など、一

刻を争う緊急時に備え、1年 365 日にわたり

常時職員、技術者、資材等を確保し体制を整

える事は、一般業者では対応ができないこと

から、約 30 年間にわたり的確に業務を遂行、

継続している当該事業者との随意契約を行

うものです。 

 

 

 

 

15. 松阪市防災行政無線設備保守点検業務

委託（本庁・嬉野管内） 

この業務は、平成 20 年度から整備を進め

ている松阪市防災行政無線設備親局、中継局
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委員会としての意見 

・随意契約としての要件は充たしており、  

やむを得ないものと考えるが、価格の妥当

性については十分検討されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会としての意見 

・随意契約としての要件は充たしており、  

やむを得ないものと考えるが、価格の妥当

性については十分検討されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

及び本庁・嬉野管内の屋外拡声子局 230 局に

て、住民の生命に関わる災害情報、緊急情報

を迅速に伝達し、通信障害等を防止するた

め、保守点検を実施するものです。設備施行

業者である契約相手は、防災行政無線設備に

ついて、機器の調整方法・性能・仕様等を熟

知しており、機器不具合によって設備が故障

した緊急の際でも、迅速な復旧対応が可能で

あることから、随意契約を行うものです。 

 

 

 

 

16. ＭＣＴＶ閉域回線利用契約 

外局からの庁内 LAN への接続については、

安全性と安定性が保証されたネットワーク

回線が必要です。また、回線を施設内へ接続

するための機器は、ネットワーク回線と整合

性を保つ必要があります。現在利用中のネッ

トワーク回線は、市内全域でサービスの提供

が受けられる事業者から、回線サービスの提

案及び見積徴収を行ない決定したもので、専

用の機器を導入済みであることから、今年度

も引続き同サービスの運用を行う必要があ

り、当該事業者との随意契約を行うもので

す。 

 

 

 

 

17. ネットワーク運用支援委託 

合併により、全庁における新たな情報ネッ

トワーク基盤を構築し、これについては高度

な技術を採用し、庁内で運用する様々なネッ

トワークシステムをそれぞれ安全かつ高品

質なものとすることで日々の安定運用を薦

めているところです。このネットワークシス

テムの基本設計は当該事業者の技術により

構築されていることから、同社の支援によ
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委員会としての意見 

・随意契約としての要件は充たしており、  

やむを得ないものと考えるが、価格の妥当

性については十分検討されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

システムの扱いができる事業者は、契約相

手の事業者しかいないのか。 

 

 

 

システム関連の案件についてはどうして

も構築業者がメンテナンスを行うことにな

るのか。また、機器類の更新は何年ごとにな

るのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

り、拡張性、安全性及び信頼性を確保し、日々

の安定した運用を行なう必要があるため、随

意契約を行うものです 

 

 

 

 

18. 税務総合システム等業務委託 

現在稼動システムのアプリケーション部

分は当該事業者に著作権があり、既に導入し

た各パッケージソフトを当市が業務に即し

たカスタマイズをしたうえで、現在運営して

おりますが、各業務とも制度改正が頻繁であ

るとともに、直接市民との関係が密接な業務

であるため、過去の経過等が非常に重要とな

ります。そのため、既存ソフトへの反映及び

改修後の影響・負担を最小限に留めることを

最優先に考える必要があり、唯一その実現が

可能となる当該事業者との随意契約として

おります。 

 

他のメーカーや事業者もありますが、当初

のシステム構築をしている事業者のみにこ

れら業務を委託することができることから、

当該事業者との随意契約となります。 

 

その事業者が有する著作権や知識、ノウハ

ウなど、結果として随意契約を選択すること

が市にとって有利となることは尐なくあり

ません。しかし、今年度松阪市においては、

専門知識を有した者を外部から職員採用し、

ＣＩＯ補佐官として機能させています。今後

においても、システム関連の安定かつ効率的

な導入、合理的な運用方法などについて、よ

り高度な検討を進めていく予定です。また、

機器の更新は物件によるところですが、耐用

年数から５年程度とされている案件が多い

と思います。 

 



- 17 - 

委 員 事 務 局 

委員会としての意見 

・随意契約としての要件は充たしており、  
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委員会としての意見 

・随意契約としての要件は充たしており、  

やむを得ないものと考えるが、価格の妥当

性については十分検討されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19. 松阪市子ども・子育て支援新制度に係る

電子システム構築委託業務 

この業務は、平成 27 年度施行予定の子ど

も・子育て支援新制度に必要な電子システム

構築等に係るもので、その仕様については、

現在も国において協議が継続されています。

しかしながら、現状として端末やプリンター

等の共用や、サーバー機器がそのまま使える

こと、ユーザー管理やポータル機能等を新規

に構築する必要がないこと、データ移行作業

の発生費用を当該事業者の負担と出来るこ

と等、入札等と比較し価格的に有利である

為、当該事業者との随意契約を行うもので

す。 

 

 

 

 

20. 平成２６年度電子入札システム保守運

用支援業務委託 

当市の電子入札システムは、他のシステム

と比較検討し、設計・構築費用や利便性が優

位であったことから、現システムを選択し、

平成 15 年度には構築工事を、16 年度には工

事委託を完成させ、業務の効率化等を実現さ

せてきました。また、平成 22 年度には、そ

の実績から更に物件等のシステム構築も行

いその運用を拡大しております。そのような

中、今後もより入札者参加者の利便性及び、

円滑なサービス運用を目指すためには、電子

入札システムの保守点検及び運用支援業務

を行うにあたり、日々の保守管理、不測の事

態が発生した時の迅速かつ、的確な対応が必

要となり、それを確保できる唯一の事業者で
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委員会としての意見 

・随意契約としての要件は充たしており、  

やむを得ないものと考えるが、価格の妥当

性については十分検討されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この業務の対象となる業者数はどれくら

いあるのか。また、下水道事業の進捗率はど

れくらいか。 

 

 

契約金額の設定はどのようにされている

のか。 

 

委員会としての意見 

・随意契約としての要件は充たしており、  

やむを得ないものと考えるが、価格の妥当

性については十分検討されたい。 

 

 

 

あるシステム開発・構築を行った当該事業者

との随意契約を行うものです。 

 

 

 

 

21. 松阪市一般廃棄物収集運搬業務委託 

22. 一般廃棄物収集運搬委託松阪市嬉野管

内（豊地・天花寺西野・中原地区） 

23. 一般廃棄物収集運搬委託松阪市嬉野管

内（中郷・中川新町地区） 

24. 一般廃棄物収集運搬委託松阪市嬉野管

内（宇気郷・中川・豊田地区） 

「下水道の整備等に伴う一般廃棄物処理業

等の合理化に関する特別措置法」による合理

化事業計画に基づき、市の許可を受けた一般

廃棄物処理業（し尿）等への代替業務を目的

とした合理化事業を実施しております。「下

水道の整備等に伴う一般廃棄物処理業等の

合理化に関する特別措置法」による合理化事

業計画に基づく代替業務の位置づけである

ため、他業者の参入は認められずそれぞれ該

当の事業者との随意契約を行うものです 

 

 本庁管内８社程度、嬉野管内２社、三雲管

内１社あります。事業進捗率については、全

体で４６％、本庁管内が４０％程度となって

います。 

 

 収集運搬業務に係る経費を積算して設定

しています。収集車の維持費、燃料費、人件

費をはじめ、必要となる経費を詳細に計算し

ています。 
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プロポーザルの評価方法、金額と内容の配

点についてはどのような考え方か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 当該事業者は経営母体が学校となってい

るのはどういうことか。 

 

委員会としての意見 

・随意契約としての要件は充たしており、  

やむを得ないものと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 先ほど説明のあった図書館改革とはどの

ようなものか。 

25.外国語指導助手（ALT）事業に係る派遣業

務 

外国語指導助手（ALT）事業は、平成２２

年度から派遣契約を結び、英語教育等の国際

化の推進を図っています。請負者の選定に当

たっては、公募型プロポーザル(企画提案)

方式により決定した請負者と随意契約を行

うものです。 

 

 今回は内容７、金額３の割合で配点してい

ます。以前は学校教育に関する業務であり、

内容を重視すべきとの考えから、事業当初は

金額の配点が１割でしたが、当市においても

事業実績を重ねてきたところ、発注者として

の業務監理や、請負業者の業務についても、

適正履行や業務品質などが一定の水準で確

保されてきたことから、金額を２割にし、ま

た昨年度から３割の設定としています。 

 

 契約相手はＮＰＯ法人ですが、その母体が

大学を経営している法人となります。そのこ

とから、教師派遣や教育ノウハウを備えてい

ることも評価されています。 

 

 

 

26.平成２６年度読書室いきいきプラン事業

に係る業務委託. 

松阪市では、平成２６年４月１日より平成

２７年３月２５日まで「読書室いきいきプラ

ン事業」業務を民間事業者に委託します。本

年１月６日より１月２０日まで、公募型プロ

ポーザル（企画提案）方式による委託事業者

の募集手続きを行い、審査委員会を開催して

審査し、決定した請負者との随意契約を行う

ものです。 

 

 現在松阪市では、主には松阪市図書館につ

いて、図書館のあり方などについて検討を進
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委員会としての意見 

・随意契約としての要件は充たしており、  

やむを得ないものと考えるが、価格の妥当

性については十分検討されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新健康センターとはどのような施設か。 

 

 

めております。その流れにおいては、学校図

書館との連携なども含まれることから、この

学校読書室の契約については、単年契約とし

ているところです。 

 

 

 

 

27. 松阪市新健康センター新築工事設計業

務委託 

現健康センターの建て替えにあたっては、

２度の市民意見聴取会を経て建設地を春日

町と決定、また、健康センターに求められる

機能などについても意見聴取しながら進め

てまいりました。設計は、より広くから提案

を募りより良いものを採用する、公開設計競

技による方法を採用し、公開プレゼンテーシ

ョンも実施しております。この設計者の選定

方法は、平成３年３月建築審議会答申「官公

庁施設の設計業務委託方式のあり方」におい

て、「官公庁施設は国民共有の資産として質

の高さが求められることから、その設計業務

を委託しようとする場合には、設計料の多寡

による選定方式によってのみ選定するので

はなく、設計者の創造性、技術力、経験等を

適正に審査のうえ、その設計業務の内容に最

も適した設計者を選定することが極めて重

要」とされていることからも採用に至ったも

ので、今回の新健康センター建設にあたって

は、市民や関係団体の意見を汲み上げ集約し

た「新健康センター建設基本計画」を策定し、

当該計画に基づいた創造力豊な健康センタ

ーを建設するため、様々な設計案を募り、公

開設計競技を行った結果選定された、設計事

務所と随意契約を行うものです。 

 

 現在も春日町にございます健康センター

の新しい施設で、休日夜間診療、定期健診な

ど市民の健康づくりに関する事業を行う施
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 施設規模にもよると思うが、設計業務とし

て２,５００万の金額は高くないのか。 

 

 

 

委員会としての意見 

・随意契約としての要件は充たしており、  

やむを得ないものと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 観光交流拠点施設とは具体的にどのよう

なものを予定しているのか。 

 

 

 プロポーザルの方法による業者選定は、結

果として最良の業者選定ができるのか。 

 

 

設です。 

 

 発注担当部署において設計金額を算出し

ています。国の規準額を参考に松阪市の発注

に使用できるよう補正しながら積算してお

ります。施設規模が大きいためこの金額とな

りますが、決して高額なものではないと考え

ております。 

 

 

 

28. 観光交流拠点施設等整備事業に係る基

本構想調査・基本計画策定業務委託 

本業務は、城下町「松坂」が持つグランド

デザインをベースに置き、観光振興の面だけ

でなく、教育の向上や景観形成の促進に向

け、旧長谷川邸をはじめ、既存の歴史的文化

施設等の有効活用とともに、新たな観光交流

拠点施設を核とした各施設との連動性を重

視した面的活用を推進する業務です。今回、

公募型プロポーザルにより、本事業の基本計

画等を策定する事業者を選定するにあたり、

事業者の持つ柔軟かつ高度、専門的な発想

力、計画能力、豊富な経験等による最大の事

業効果を得ることが期待できるとともに、審

査段階において、学識経験者等による専門的

知識からの審査だけでなく、松阪市や市民の

意見、意向等も含め判断できることから、公

募型プロポーザルを実施し、それにより選定

した事業者と随意契約を行うものです。 

 

 旧長谷川邸や松坂城跡などを活用した拠

点づくりとなります。また、松阪駅からの動

線について、散策路なども含まれます。 

 

 案件により、この方法を選択するかどうか

については当然検討すべきところですが、今

回この案件において、プロポーザル方式を選

定した理由は先ほど説明しましたとおり、専
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委員会としての意見 

・随意契約としての要件は充たしており、  

やむを得ないものと考えるが、契約履行の

確保にあたり適正に業務監理されたい。 

 

 

門的かつ高度な知識と発想、計画能力を有す

る事業者から、広く様々な提案を募りその中

から最も良いものを選ぶことを目的として

おります。また、公開プレゼンテーションを

採用することにより、その透明性の確保や、

市民の行政参加の意識向上など、違う効果も

あると考えています。事業者はこの様なプロ

ポーザルの競争により選定された事業者で

あり、契約後の業務履行について注視してい

く所存です。 

 

 

●次回開催日程について 

・次回開催については平成２５年度の意見書

調製を進めていただくことになりますが、日

程が決まりましたら改めてご連絡いたしま

す。 

 

 

 

 

 


